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腿央町は熊本県の北東、菊池川の!|'流域に位置し、広々とした畑作地,Il l :がひらけたl'i然の

幸に恵まれたところです。また先史、古代の進跡が多数存ｲI畠する文化111のW!fかな地でもあり

ます。とくにl11lの/|上部に位置するl 'il指定史跡の粁原占墳腓には築造山1時の姿をほぼ完全に残

し、優美な姿を誇る双子塚古墳があります。呪ｲ、岩原I-l i域鮮は菊池川流域（山鹿'l i ･菊水

町菊肥町鹿央II I I )に設置された県立の歴史公帷|である「llu後TIT代の森（鹿央地区）」の指

定をうけ、平成4年度には県立装飾古墳館が|ﾙl館し毎年多くの人々が来館されています。岩

原古墳群をはじめとする多数の遺跡は古米よりこの地に人々が暮らしてきた痕跡であり私達

の柵先の姿を現在に紙りかけてくれています。

庇央lll 1教育委員会では平成15年度に実施したIII 1民テニスコー|､新設工！'＃及び農村総合蜷備

事業農道7号工事に伴い広諏訪腺遺跡の発掘調査を行いました。本遺跡からは5基の価柑を

検,'li,し、貴重なl,ill ff 1',,'1も多数出'土ました。水苔はその,洲介の成果を記した発掘調査，服告書

です。本書が地域の文化財に対する理解と認識を深める一助となり、学術資料としてばかり

でなく、学校教育や生涯学習の場でll'扇広く御利川いただければ幸いです。

11&後になりましたが、充＃li,洲代に際して多大な御協ﾉJをいただいた熊本II↓教育委員会文化

課、熊本県立装飾I_|｢墳館、山鹿'l iｳ博物館ならびに発掘作業、整理作業に従事していただい

た|腱l係各位に心から厚くお礼をIIIし上げます。

鹿央町教育委員会

教 育 長 佐 伯 穎

序 文

一
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本､服告害は、熊本県鹿本郡鹿央ll1 l-大字広に所在する広諏,i力脈遺跡の発＃li,淵査報告書である。

剛糖は町民テニスコーl､新,没l :事及び農村総合確備事業農道7号工事にi､い鹿央町教育委興

会が実施した。

発掘調査は平成16年1月2111から平成16年3 1131日まで実施した。

発MII調査は脱ﾘ&|111教育委jj会が実施し、逆h'';実測、写真搬影は士野雄貴村III勉が行った。

本耆作成に伴う11I1I -k遺物実測･製図は村Ⅱlが行った。

水苔に掲載した遺構実測測l,tlxI、遺構実測|叉|の縮尺は卜に衣,I〈を行った。

本書で川いたレベルは海抜絶対尚である。

IIII!I員人骨の収りlきげ及び雛定は北井ヶ浜人撤学ミュージアム館長松卜孝>縢氏に依収した。

遺物写真は熊本県立装飾占｣･i!伽から借州した。

赤色顔料分析は株式会社バレオ・ラボに委I花した。

水害の編集･仙確は村田が|Ⅱ､I1した。

本､服告耆にiiu !|批した出-t進物、|xl lm等全ての,旭録資料は、鹿央III 1教育委幽会に保管されてい

る。
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調査の経緯
広諏,i加j(遺跡肺l査はlll l-腿テニスコー|､新設工小及び農道7号･l:､}Iに伴う緊危1発＃1嗣査として開始さ

れた。III 1雌テニスコーI､新設工事は、lll l営住宅建i没（平成14年度～平成17年度）に伴い移i没する必要

が生じたテニスコートを新たに整術し、隣接する公民館（町民体育館）と一体的に管理運営を行うこ

とをI]的とした工事である。また、農道7号工事は農村総合幣111i !lf業の一環として、農作物運搬時の

荷傷みII/j l l :農耕車l'l j辿行の円滑化を||的とし、l'l i l場整備地区外ⅢIJ道路を利川した改良舗装I事であ

る。i,lj工4Fにおいて、順機による伽i'ill ' | 1に石棺を発見したとの報告を受けた鹿央lll]教育委員会は新規

の遺跡として登録を行い、熊本県教育委員会文化部との現地協砿後、緊急発州,|洲査を実施することを

決定した。1洲査区は人'f広字諏訪li(に位置するため遺跡名を広,ill!訪原遺跡とした。更に、III 1民テニス
コー | ､新 , 没工事現場を I区、農道7 ¥ l 1 事現場を1 1区として洲介を行った

調査の組織
調 査 i f 体 鹿 央 町 教 育 委 員 会

調査責任者 鹿央I11 1教育委員会

教 育 長 東 正 泊

調査事務体制鹿央lll l .教育委員会

局 蛙 j l : 出

係 良 森

社会教育指導員村 ｜ }｜

｜ 嘱 ， 花 l 身 野

調査指導・助言

熊本県教育委幽会文化課

熊本県立装飾 l l i 墳館 副fi ' i l f

学芸I抑長

｜ | | 鹿 市 立 博 物 館 館 隆

首l,'i'i liﾙ究貝

調査作業典 江藤恵美f 木村天授f E I鳴竜也 城 博 - f  l l l i ､公子 和 l l l ' 賢一

整理作業典 江藤恵美f 木村天授j'-  111卜公子

欣 一 郎

直

康 弘

昭 志

幸 史 郎
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遺跡の位置

2 ．位置と環境

第1図遺跡位置図( S = 1/2500)

鹿央lll l.は熊本県のiﾉW北部に位置し、菊池川の中流城地帯にあたる。菊池川はIIIII鰊外輪11lを源流とし

て熊本Ii!北部を流れる一級河川である。そしてlll l.の'|1央部には岩原川、東部にT-|I1川、南部に江Ⅱ二|川

といった支流が流れている。これらの小河川は町の ' ' 1 央部に広がる台地を浸食し小規模な谷をいくつ

も形成している。I阿部には標高311.8 mの米野|｣｣がありその周|ﾅ1:|には米野低IIl地が広がっている。

広諏,i力原遺跡はl'll.!| !央部に舌状にl'l'びる台地の|ﾉ吋側に位置する。標高は約77.1 mである。ljV I1!llは小

河川の侵食によって谷となり、遺跡との比尚差は約20m以上となっている。

２



周辺の遺跡
今回調査した広諏訪原遺跡の位置する台地周辺での石l, iまたは方形周満蕊の調査例は9件ある。以

下に記す遺跡、行棺について詳しくは『鹿央町史』に掲載されている。

①久保原石棺
山鹿隈府彼地の南縁を限る台地の北端、標高50'nに位i ' . ' ､ ' iする。昭ｲl132年3 1112FI、地ﾉじ農家が農作

業中に石械を発見し、連絡を受けた山鹿高校考占学部によって調査された。地元の古老のI活では塚が
あった記'億がないという。地表下50cmにイi棺が位置する。石棺は箱式石椛である。石材は凝灰岩であ
る。棺身上縁部の5cm～10cmが粘土で被覆してある。粘|ﾐの中には赤色顔料が点々とみられる。蓋は
大小5枚の板石である。伽‘{身は板石4枚を糺lみ合わせ、1兆床l(l iにも板石を蚊いてある。板fiの削平は
粗く、厚み、長さ、’幅は不揃いで、接合部の夢l1り込みや怖轄、棺身共に糺lみ合わせが不揃いである。
底石は屍床imの広さに足らず、粘土で不足分を補っている。
屍床面には赤色顔料の混じった土が約10cm堆積し、その中に骨片とiIがある。被葬肯は性別不明

の熟年であり、頭位方向は東である。Ml1 "14は鉋1点、〃f･1点、鉄製鍬先1点、珠文鋺1点、鉄
〃1点である。鉋は、刀子状で長さ11.3cm、茎1幅9mm、メノ部の最大1IR 13 ''1mと小型である。ノ]子は、長
さ12.8cmである。鉄製鍬先は、長さ約3.8cnl、ll旧約8.2cmである。珠文鏡は、被葬者の頭部右側、側壁
に接して鏡IIliを上にしてあった。面径6.2clllである。珠文椛は2条ある。鏡の厚さは2m1Ⅱ～3.5mmであ
る。鏡縁端ではIm心より2 1]1Ⅲほど鏡背に反っている。鋭背約3分の1には緑繍があり、イlj地が付着
している。イlj地の材質は不|ﾘlだが、平織りである。鉄〃は、被葬者の左|1 1llに刃部を外側に向け、茎を
頭側においてある。全長71.5cnlで刃部57.6cm、茎部13.9cmである。刃部はわずかに内反る。I｣釘穴が
2ヶ所ある。

②郷原石棺
昭和51年農場整備事業の際発見され、鹿本高校考占学クラブによって調査された。その結果3基の

箱式石械が,'l',土した。1号ｲ丁棺と2号石棺は|可じ形式であり、石材は変成ｷ¥である。｜ﾉ1径は長さ190
cm、ll'm40cm、II:iさ30cI1]である。屍床面には＃lli土が敷かれ"f色顔料が散iiしてある。それぞれの石械に
2体ずつj'1!葬してあった。i,i ll葬占尚はない。イi棺は全面に赤色顔料が塗られ、柏蓋も棺身も岬i土で目張
りしてある。3号石棺の石材は凝灰岩である。工事のために約半分が破壊されていた。III11135cm、長さ
1.7 m、高さ23cmである。庇床面には粘土を約6cm敷き、赤色顔料が散布してある。交/[に寝かした
2体の人'W'がⅡ'1葬してある。副葬品はない。

③持松石棺群
昭和34年5)l、持松公民館の地下げ中にイi柏が発見された。山鹿高校考I I_i学部が調査し、3基の石

棺が確認された。

第1号石械は家形ｲj|¥である。棺材は凝"<岩である。瞳'l i l l l方向は北56度東である。棺身|縁から約
20cnl下は地lllの赤褐土をllllき'且Iめてあり、その上に凝灰岩の破片が約2cmの厚さに敷き雌べてある。
械蓋は破砕され、長さ88clllが残存していた。屋根形でI Jiliにll15 10cn'の棟、長辺の左右にll'l,i 7 cn'の軒が
ある。両小1 11iliには縄掛突起があったと考えられるが一|Ⅲは欠失している。柁身は、削,|たされた6枚
の板石を細式に組み合わせてある。屍床Imは、地山上に"ド色顔料混じりのlll砂が敷いてある。屍床而
上から頭H'と燗4点を確認した。副葬品は鉄鍼6点、鉄剣破片1点、〃子1点、鈷2点、不|Ⅲ鉄片2
点である。lliい時期に撹乱を受け、棺蓋の東半分は失われていたので遺物の原位置はｲ《|ﾘlである。
第2号ｲj桁は家形石棺である。棺蓋は、棟が広くII1H 1 5cI''ある。長辺のl,lj仙lには第1号ｲ1柏のような

!lifの造りIIII,しはない。両小l lliliに縄掛突起があり、付け根が棟より9 cI''ほど卜がっている。棺身は、
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i ' i l l ,|えされた6枚の板石を箱式に組み合わせてある。板石の厚みは不揃いである。ルビ床面は第1号石柑
と|『1様である。

第3号石棺は家形石棺である。戦時! ' !、防空壕を掘る時に発見し、側石に穴をIMけて出入りして
ある。長軸方向は北72度東である。棺身は削平された板行を箱式に糸llみ合わせている。屍床li l iは北
側187cm、南側182cm、棺内の深さ64cmである。屍床面は、地1I｣上に赤色顔料混じりの細砂を敷いてい

る。械蓋に浦大|ﾊ'第4号石棺に類似した彫りこみがある。、I1初、mll葬I1,,'1は鍬先1点、鉄斧1点、〃子
1点、直刀2点があったが、llI[" 2点は売Allされたという。他の目l1葬I1IIIIは確認できたが、原位置は不
|ﾘlである。

④向原遺跡
ll/{ fl 147年、情l'111処理施設雄i没工事現場で家形ti棺が発兇され、1111251] ･261｣に鹿本高校考古学ク

ラブと111鹿文化財を守る会によって調査が行われた。大字合里の向原台地上に位li'''iする。台地一,冊に
は繩文時代から奈良時代にかけての遺跡包含層が広がり、「li代住居jll二や甕棺、土砿墓群が検出されて
いる。

イi棺は古墳時代!|'期の家形石柑で凝灰岩製である。腱'lilll万向は束ijVである。械捺は長さ約225cm、
ll1月約72 cnlで両端に繩掛突起がついている。械身は長さ約180cm、｜陥約72 cm、厚さ約10cIn、棺内の深さ
約60cInである。イi柏の内面は赤色顔料が塗られている。屍床面には小ｲ1が敷きつめてある。被葬者1
体をliif認したが'i'|別、年齢は不|ﾘ1である。

⑤広諏訪原方形周溝墓
ll{{和55年冬、県営圃場整術事業の際に方形周溝墓が発兄され、121-125H ･26日に熊本県教育委員会

文化洲によってj1査された。人'了:広字諏訪Ij(に位置する。ル1il溝のほぼ'l!央部に土脳を掘って家形ｲi棺
がj!|!葬してある。被葬者は東頭位の成人骨1体と、西頭位の小児骨1体である。hill " Il,llは竪櫛2点、
ﾉﾉ子3点である。周溝は隅丸方形を呈し、北側周溝の中秘が約80cI11切れて進入口となっている。溝の
|脇は80～1 10cln、深さ約2m、満の断面はU字形である。5世紀のものと考えられる。

⑥広諏訪原石棺
IlH和35年8月22I1、地元農家が畑の耕作!|'に石棺1基を発見した。故原I」長之氏（兀県立装飾ll｢墳

館側，仮）、山鹿11｡5校考古学部OBを中心にi洲査が行われた。
紺式石棺である。石材は凝"〈ﾈ¥である。後lltに動かされた痕跡はない。地表|〈約50cmに棺蓋が位置

する。周溝はない。墓曠は、イi柏より13～1 5cmだけ広く棚IIられている。墓曠のtll!土には、石棺のi'illり
屑と考えられる凝I火岩が点々と混じる。l1[i誰は扁平に削平した板石1枚である。A'1辺の例と比鮫して
赤色顔料が少なく、棺蓋、柁身の|ﾉ1面にわずかに赤色顔料が残存するｲ'1疫である。
椛内は撹乱されていない。ル喧床面の東側石付近から|卿を検出した。Iill韓品は刀了-1点、鉄繊1点で

ある。刀子は歯の|*i側からIIII1土した。屍床1mには礫を敷かず、地山｣三に赤色顔料混じりの土が敷いて
ある。

⑦千田･浦大間方形周溝墓群
標高約70mの千IH台地の東|*j端に位置する。昭和55年の県営圃場整備事業の際 〃形周溝墓群が発

見され、熊本I,↓教育委員会文化課によってﾙﾘ査が行われた。
，;'-7基の方形I!1溝墓が確認された。7 11Lは|判北約100 m、東西約70mの範囲内にあり、大きいもの

は第6号、第7号の一辺約20m、小さいものは第3号の一辺約13mである。いずれの周溝も一辺の
中央部が途切れ、墓域への通脇となっている。主体部は1基～2基の家形石棺である。破壊されずに
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残っていた第5汁、第7号のイi l.i内では人''1'を雌認した。とくに第7号からは人'|1' 5体が確認され、
迫葬が行われたことを示している。しかも、かなりの時間が経過してから追葬が行われており、イi柏
が長時間使川されていたことがわかる。副葬IIII I Iは第5号の械内から直刀、素環蚊大刀、刀子、鉄鰄、
第7号の柏|ﾉ1から櫛が出土した。周溝からは、入り口の両側を中心に古式土ill l i器の甕や壷、小｝削丸
底壺、小｝鮎if、，葡坏などが1111 Iこした。壷は複合1l縁壺で胴部は非常に丸く底部は穿ｲLされている可能

性が高い。これらの石柑や遺物から考えて、この周溝墓群は4 11t紀後半から51Ⅱ紀中頃のものといえ
る。

⑧千田･浦大間石棺群
IIH和32年3川1日、地元農家が栗林の草Xllり!| 'に石棺の|淵fが露出しているのを発見した。3113

1_ Iから山鹿i l . j校考占学部によって調査された。‘洲査の結果5ﾉ I Lの旧械が発見された。

第1号石械は舟形石棺である。主軸方向は東|ノリである。柏身の長さ239cIn (繩掛け突起の長さは各
約18cm )、llll,iはI|'央部で76cm、棺内の高さ28cm、{!!ll壁上端の厚み10cmである。椛蒸は破損していたも
のを復元し、長さ236cnl、lllljはil!央部で74cmである。棺身の外側に舷、棺蓋の外{! !||に軒がある。械身
の周囲はﾈ,li lzで|劃めてある。ド|'i身は内部が今llり抜いてあり、l'lj端が垂直にりjってあるため、舟形とい
うより割竹形に近い。石材は溌j火岩である。II,il l韓品はない。楠ﾉ1全面に赤色顔料が塗ってある。古墳
時代中期のものと考えられる。

第2号石川，{は家形石棺である。第1号石椛の東方27mに位i 1.!eiiする。主軸方|ｲﾘは北西である。椛身
は、厚さ8 cI''にi'ill平された板イiを箱式に糸llみ合わせてある。｜､剛1 1ll(jは長さ190cⅢの板石1枚、北側石
は長さ140cI11と60cmの板石2枚である。棺ll'l,Iは東側54cnl、西側50cnlで西側がわずかにせまい。Iﾉq小l1
石の端を側ｲjにわずかに食い込ませている。柁底に底石はない。礫を粘土で|111めて屍床面としてい
る。石棺の肘|j|:|を粘土で固めていない。棺蓋はj予銀形で軒をもつ。棺蓋は動かされている。ルビ床liliで
i11 1展葬の人'|｡l･ 4体分を確認した。東頭位の2体がljV頭位の2体より早く埋葬されている。各2体|ﾊlの
川1葬順序は不lﾘlである。ml1 " ,',,'!は竪櫛4点、〃f1点、鉄刀1点と水銀朱の付ｲI↑した木片である。鉄
〃は長さ95cmである。

第3号石縮は家形石棺である。第2号石柏と約1mの間陥をおいてほぼ平行している。主'l i l l lの方向
は北西である。石棺の構造は第2号石棺とほぼ|, il様である。柚ﾉ1に第2号イi|1とl, il様に人'汁4体分が
川1葬してあった。披葬者の年|齢、↓''1刑、埋葬IIII序は不lﾘ1である。柑蓋の西南ほぼI|'ﾘと部に径15cI11ほど
の穴があり、その穴に栓をするように、石製の綴がはめ込んである。
第2号、第3号石棺上に積み上げてあった破片から石柑2雄を復兀できた。石材は凝灰岩である。

一基の棺蓋外1mには、持松第3弓家形石棺柑続の彫刻に類似した彫刻がある。

⑨持松塚原古墳
標高60mの､|え坦な台地Iniに位i趾する。I1H fl142年12月12日、榊造改善事業持松l'lil場整備事業に際して

熊本県教育委曲会文化課によって試掘調査が行われた。その糸,'i采、li51.8 mもある巨大なfifili (ji l形
または家形）の一部が確認された。棺蓋に装飾状の彫刻があり、内部主体が砿要と考えられて映脂定
史跡になった。

参 考 文 献

リビ央Ⅲl.史糺i,i纂籠「肥央町史」1989年

城北史談会I･ { i人」第1巻輔9り1960 ( l i

llI I文化1 11.を,､}上る公「'四日本新|ﾙ|に兇る脱水菊池の文化1!l誌」1996fl
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第2図 周辺遺跡分布図(s= 1/10000)
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3 ． 調査の経過

鹿央町公民館横の大字広諏訪脈243-3番地をテニスコーI､建設のためバックフオーで

llll i'ill中に石航が11111土する。リ,!V:装飾古墳館木lllili学芸課長から指導を受け熊本県教育委員

会文化課に報｛'i・

遺跡発見届け（57条-6）を熊本県教育委幽会文化課に提11I1I。山鹿市立博物館II!村首席

研究員から周満の確認、人'|'|'の対処方法について指導を受ける。

熊本県教育委曲会文化課西住係長、装飾占埴館江本胤l1館長と今後の対応を呪地協議。

バックフォーでの表土剥ぎを行う。露出していた家形石柏の他に石棺1基の存在を確認
した、

熊本県教育委ji会文化課に遺跡地図変更願、発掘届を提出。
座標杭設定、レベル移動。

I洲査区の半分を精査し遺構を確認した。洲介区北に東西にのびるlllH約50センチの溝状遺

椛を確認した。家形石棺は種tにL字状のバンドを残して除去する。

1号石棺の棚IIり方を確認し、ル1Iり下げた。東11 1ll縮外から袋状鉄斧、鉄嫉がII11, tした。

2号石栴の柳11り方を確認してlll lり下げを行い、平面灰|の作成。溝状遺構の一部を試掘。
1号石棺の人｣|’|'の状態を確認。

2号石棺の蓋ｲ iを取り上げる。

2号石棺内の＃11り下げ開始。

1号石棺の蓋ｲTを取り上げる。屍床面を精介し被葬者が2体であることをli崎忍。2号石
|'iの屍床II l iから人骨片を碓Ii8。

溝状遺構の断InilX|作成。

Ⅱ区の調査|＃l始。上面で3基の石棺を確認した。

土井ヶ浜人粒学ミュージアム館長松下孝幸氏に1号石棺の人'W'取り上げを依願。Ⅱ区の

4号・5号石| ' iを検出。

熊本県教育姿jj会文化課宮lll舟敬上氏より鉄器の保存処理について指導を受ける。

Ⅱ区の3号イi桁を検出。

1号石棺の掘り方を確認。

Ⅱ区の3号4り ･ 5号祠棺を完伽し取り｜竜げ。

2号石棺のﾙt床而の掘り下げ。
1号土壌を検III1．

1号石棺の柁身を取り上げ。

2号石棺のN. i身を取り上げ。



(1)  I区
ll1 l -比テニスコーI､新設予定地を広諏訪原辿跡I区と設定した。現在この場所は荒地となっていた

が、数年前まではfll lとして利川されていた土地である。検,'1｣ Iした遺椛は家形石棺l蛙、石棺系竪穴

式ｲi室1基、土城蕊1基、溝6条である。家形石棺からは2体の被葬者を確認し、冊l l雑品は棺内に鉄

ﾉﾉ1点、棺外に袋状鉄斧1点、鉄嫉3点であった。石桁系I経穴式石室の柿|ﾉ1からは〃r･1点が出土し

た。土擴墓からは〃子1点が,'1'! |芸した。

4．調査の成果

1 号 土 曠

轟'号菟ﾛに垂

2 号 溝

1 号 石 棺

l
T -

鐸 …

1号石棺（第6図・第7図）
lり･石棺は家形イi柏である。2号石棺の南側約10mの位|尚fから出土した。石材は阿蘇溶結凝灰I'卜で

ある。これはI区を,柵沓する契機となった石N:iで、調査段|聯では棺蓋のおよそ半分がバックフオーに

よって破壊されており、棺|ﾉ1の人骨が露出していた。柑捺の破壊された部分は、すでに廃士処理され

ていたため1口|収できなかった。また、残存していた械蓋はｲi材が非常に'lik硬な凝灰岩であったため、

取り｜Zげる際に破批し復元できなかった。

柑擶は南東側半分が破壊されていたうえ、桁蓋上面は表'2下3 0 clll～40cmと浅いところに位置して

いたため、耕作機による削平を受けていた。したがって、|1 ｡i捺上血の形状は不|ﾘjである。蓋は組合式

である。捺の小’I部に|]]柱状繩掛け突起をひとつ造り出している。破壊されているために確認できな
かったが、対liliの小口部にもl iil様の繩掛け突起が造りIIIIIしてあったと考えられる。

2 号 石 棺

鰯

第5図 I区遺構配置図(S= 1 / 2 0 0 )
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Iﾉ'j[#  : lli'『間色|2(10YR3 /3 )W|:作| J'iA11｡ややしまる｡州li'Hなし｡|'|色砂釉･炭化物粒｡焼|.村を含む
Ⅱ岬: lli'拙色|:(7.5YR3 /3 )しまる｡i''i'!:かにﾈ,'i'|'|三｡ややシルトノ｢'1．|'|色砂粒をごく|''|!:かに含む｡杣1
Il ai'i|il:肌測色|:(7.5YR3/ 2 )よくしまる｡粘'I'I Iあり｡ややシルト'I'[･杣物根あり。
III I) l'i'i ; 11l (, l'i,iと|, il-だが､ややｲく均・でしまっている。fi'i褐色W,'i'I'[ |粒をごくi'Y(かに況人している
IVIW  :}､I,拙色上(7.5YR2/2)しまる｡Wi'fl；あり。シルトI'1．
VIl#  :1ﾘlるいJII(褐色土(10YR7/6)Wir'I Izのプロ､ソク。
W ai!#:脚色上(7.5YR4/#l )よくしまる。きわめてW価｡シルトW『だが不均・な|:'f′I。
W I) 1'ili :Ⅵ【1 1'i,iよりも粘'|噸|§が剃く、しまりがない。
VI c lQf'i : Vl a i'i'iに湖火器塊を街む．
Vl d i'il11 : VI n l'l|iに砂粒を含む。
Wl l'i'1I  : ll＃測色Iz(10YR3 /3 )よくしまる｡やや州Iif'1．
1 i'i|1!  : lli|『紺色k(10YR3 /3 )よくしまり､ili間である。ⅥIII|il竜塊を多牡に混入する。
Ⅸa岬:紺色lt(7.5YR4/4 )よくしまる。きわめて粘『'[。
m l) l'i,1I : IX i1 I';'#よりもよくしまる。

第7図 1号石棺断面セクシヨン図(S = 1/30)
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第8図 1号石棺出土遺物実測図( Fe-1～4, S = 2/3  Fe-5, S = 1/4)
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械身は組合式である。長さ約207cnl ･ ll1冊約82cm  (Iﾉ1法長さ約168cm  ･ ll'l,i約44cn' )で、｝死床面までの深
さは約50cmである。小11石はそれぞれ1枚、側石はl,lji!!l lとも2枚の板(iを組み合わせており、計6イi

が使われている。側石には外側の上端から8cmの部位に舟くり状突ｲifが造り出されている。小l 1liと
側ｲ_iの接合miは1 !ll fiをfllり抜いて小llfiをはめ込んでいる。

帖|ﾉ1にはベンガラが"ド々と塗られている。また擶身ともに棺内は非常に丁寧なIl l l曵がなされてお

り、ほぼ平坦である。一方、棺外の舟くり状突帯は紺|ﾉ1側と|両l様にl寧な加［で造り出されている

が、械外のその他の部分では棺内に比べ加工が粗い。特に棺蓋の外Imは平坦血が形成されず凹11 IIがあ

る。ルも床I(IIは地山li'iをIIIIり下げて*,'i lを敷き詰め、その上に直径2～3cmの玉砂利を約7cm程の厚さ

で敷いている。

楯|ﾉ1から2体の被搾者を確認した。111葬順に1号人骨、2号人骨とする。1号人'|'| 'は遺存状態が慾

く年齢、性別、身長は不明であった。頭位は南東である。2号人骨は熟年男性で身腱は不明である。

頭位は1号人骨と真逆で北西である。1号人骨、2｝}人骨ともにIII1腱葬と考えられる。2号人骨をj' l !

葬する隙、1号人'H'をlil iの東端に寄せてjil!葬スペースを確保してある。

副葬I I I I I 1は、縮|ﾉ1から鉄刀1点(Fe - 1 )、棺外から鉄錐3点(Fe - 2～4)、袋状鉄斧1点(Fe

-5）、土師器の破片が出土した。Fe- lは鉄〃である。棺東端に寄せられたl¥人骨のドから, ' l ' 1

土した。〃部を内側に茎を南側にlnIいた状態で出土した。出土状況から考えてl好人骨に伴うMll葬,｢Ⅱ1I

と考えられる。全長75.0cm、茎13.3cm、メノ部61.7cmで完形である。わずかに内側に1文っている。l lfl-

穴は1ヶ所である。Fe-2･ 3は膓快式鉄鍼である。どちらも裳部分に木質が付着している。Fe- 4

は鉄鰄である。墓城外から出-tした。メ]部の残りが忠く形式は不|ﾘlである。Fe- 5は袋状鉄斧であ

る。|1'i身|呵側の舟くり状突帯上から,'l',土した。全挺11.1cnl、袋口長從2.2 cI11、｜司知係1.2cm、刃部ll'l114.4

cmで完形である。また、2号人骨は陳位置を留めていたが、棺内東111llに寄っているため、棺内西11 1llに

は何か1,111葬品があったのかもしれない。

墓城は隅丸方形を!ILし、南北方|r1318cm、東西方l i'1 249 cnlである。蛙脳の東側にイi樅が寄っており、

*11ll li'iから石栴を造り始めたことがわかる。蟇壊l急li'iのIILi側には湖火ﾈjiの屑が散在していた。これは

石柑を現地で調整していた痕跡と考えられる。そして棺外同ll葬の袋状鉄斧(Fe- 2 )は、この雌終
調幣に使用されたnI能'性がある。械材をとりあげて完棚すると両仙lｲiの傍から柱穴を検i'l '1した。これ

らは裟雌上Imでは剛認できなかったｲ; i"u<であり、イi|,iillみ立てに伴う帖穴かもしれない。

III1, 1進物から剛卿の時1Ulは4世紀後､|を～5世紀lli,'2噸と考えられる。

2号石棺（第9図・第10図）

2ﾘｰｲ1棺は石棺系I誤穴式石室である。1号石柁の北111ll約10mの位l i''iから出土した。1号石棺と|, il

様に地表Im下約30 cI11に椛蓋上面が位i,,'.iiする。未|ﾙ1吋の石棺であった。桁蓋にはﾉ,1,1,|えな自然石を枝み

重ねてあり、棺蓋検,IIII､'1初は一般的な箙式石棺と考えたが、全体を検,'l ' ,してみると、棺身のつくりが

基礎に大きな石を立て、その上に大小の石を平積みする特異なものであった。石材のほとんどがT枚

粁で、柿身に凝灰岩が2石使用してあった。蓋ｲiには4石、棺身には100石以'二が使われていた。雑
{_iの4イiは非常に大きくそれぞれがllll,190cm以上、厚さ約15cmである。また棺身の｣,L礎ｲjにも非常に大

きいイiが使用してある。石と石の隙|Alや械身と蓋ｲiの隙間にはili土で|1張りがしてある。棺身は縦約

234cIn、｜陥約147cnl  (Iﾉ､l法縦約156cm、ll'l,i42cI'' )である。

蓋ｲiを除去すると、帷|ﾉ1余体に上が流入していた。lW捲、棺身の災側乍|mにベンガラが塗られてい

た。また捲の表側にもベンガラがわずかに残っており、全面に塗られていた可能性もある。

- 1 4 -
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I岬 ：照褐色t(7.WR3/2 )やや11'i'『|骨がある。
11 k'i  :昭褐色t(10YR3/l )しまりが州い｡やや粘|1首がある。
Iilliui  :黙悶色上(7.5YR 3 / 2 )しまりが強い｡やや粘'性がある‘
ﾊ『lii'il  : I1ｫ褐色上(10YR3/3 )やや粘‘腓がある｡ややしまる。
V (,I":褐色Iz (7.5YR '! / ,1 )粘性が披い･しまりが強い。
V I)l,i'#:V a i'i'iにlliqi紺色|z(7.5YR 3 / .l )が汎じる。
Ⅵa g:l1肺褐色|:(7.5YR3 / 4 )粘‘性が撒く、よくしまる。
Ⅵb岬:W al'i､#に褐色上(7.5YR '1 / .1 )が況人する。
Ⅶ岬 :褐色Iz (7 .5YR4 /6 )しまりがない｡Wi性が”い｡
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第9図 2号石棺断面セクション図(S= 1 /30 )

ー

' 5

1m
I

1

一

〔
Ｕ
 

-

一

一

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
ド
ト
Ⅱ
ヨ
ー



第10図 2号石棺実測図(S = 1/20)
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棺身はljV111llよりも東側のllll,iが約10cⅢ広いため、頭位方lf1は束と考えられる。棺身内の唯磧土を除

去すると3 c'11程度の人骨片が残っていた。ルも床面は地ll l l111:上であり玉砂利などは敷かれていない。ま

た、平坦Imを形成しておらずl11l凸がある。

副葬品はノノf･1点(Fe- 6 )であった。また、棺|ﾉ1流人'2の中にはt帥器の小破片が数点混じっ

ていた。Fe- 6は〃fである。頭位力向を束とすると、およそ胸の位ii ' . i lから横向きの状態でII I I I土し

た。茎部にはl1Iに使用されていた動物'けまたは角が良く残っている。メj部が茎に比べて小さく、研ぎ

減りが激しい。

墓曠はfII i楕円形である。地l11面を掘り卜．げて石材を枝みltげている。その掘り方面は1号石棺と

比較するとJIﾐ常に粗い。

1号土曠（第13図）

1号満トーから検出した。｜を城|ﾉ1の辺縁部と!|1央部では岬序の変化がみられず、木棺の痕跡もない

ため素掘りの土曠墓と考えられる。長'|illi方向は東西である。長さ225cm、II1M82 cnl、深さ19～21cmで

ある。人'IPl･は確認できなかったが、伸展葬と考えられる。土曠|ﾉ1から〃子1点(Fe- 7 )が出土し

た。Fe- 7は〃部の先端が欠失している。判0.1cInである。この墓曠は1 "-･2号fi林とほぼ同時期
と考えてよい。

’

V

第1 1図2号石棺出土遺物 ( S = 2 / 3 )

’
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第12図 1号土壌出土遺物(S= 2 /3 )

0 0
l

F e - 7

- 1 7 -

5cm

目

Ｏ
ｉ

Ｏ
Ｉ
Ｌ
Ⅱ



．L＝76．900m

|’

l l'i|11 : llili紺色|:(10YR3 / 3 )よくしまる｡やや1f,'i f'[･シルI
1H｡炭化物粒をごく|､'1'iかに合む。

ll i'i'i:にぶいf''(褐色Ix(1()YR.1 /3)よくしまる｡やや1i'if'『
シル1,賀｡部分的にI11(褐色州li質［塊を命む･

1号溝（第14図）
全膣864 cIn、IIIM 98～36cm、

からは近代の茶碗1!｢がI1III土

メ̅

’

2号溝（第14図）
全腿808cH1、IIIM 100～78cm、深さ12～6cmである。

出土した。性格は不Iﾘlである。

／

第13図 1号土曠実測図(S= 1 /20 )

深さ21～15cmである。1号土砿をきっている。3}j満にきられる。溝内

した。性格は不明である。

3号溝（第14図）

全挺846cIn ､  IIM78～24 cm、深さ17～8 cInである。1号溝をきっている。満|ﾉ1からは近代の茶碗片が

出土した。性格は不lﾘlである。

4号溝（第15図）

上l iliのIIIH292 cm、底Imの幅130cnl、深さ132cnl～である。5号満をきっている。2号溝にきられる。

層序から自然堆積と考えられる。‘|ｿ|格は不明である。

5号溝（第15図）

|21i'iの幅420cm、底ImのII3 174cm、深さ96 clll～である

る。i, ' ' fではなく小路などの可能'|Y|iもある。

’

1号溝をきっている。溝|ﾉ1からは近代の茶碗片が

1号・4号溝にきられる。性格は不 | ﾘ ] であ

- 1 8 -
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L=77 ‘OOOm

L=77．000m

11'#:蝿褐色上(10YR2/2 )しまり
なし｡1i' i性なし。褐色粒を含む‘
炭化物粕をこ÷く雌かに角む°

llllII#: Ijil'# |えにJII(褐色11'i質tを含む

I IW:1.1,1褐色|:(1()YR2/2 )ややし
まりがある｡1f,'i '|'|畠がない｡焼'2
1<''/を含む。

U IIII1 :.'.|､拙色l:(1()YR2/2 )しまり
がない｡州'i'|'|;がない｡|1''i物|1(が
影いへ

1 1'IW:1.1.{紺色|:(1()YR2/3 )しまり
あり。やや淵11f'i･シルトf'1｡ 1ﾘl測
色紬をごく倣かに含む。

ll lW:lli,『測色k(1()YR3/ 3 )しまり
あり。やや#,'i f'Ioシルト'[ﾉ『｡焼|:
杙をごく朧かに命む。

I i'iI11:j,l､(褐色|: (7.5YR3/2)現代の
WI11; IJ'I|i･しまりなし｡11'i'性なし。
｜I|褐色|:W･ l'1色砂釉･炭化物札．
焼|:Wを多11iに念む･li ' ' i物搭を捉
人する。

I1 1'i'11 : l l'i'# |zに111(褐色WiW |を含む｡や
やイ《均一。

第14図 1～3号・6号溝実測図(S = 1 /80 )
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6号溝（第14図）

全踵372cm、ll'51 87～64 cm、深さ15～12cnlである。1号石桁の周溝の一部とも考えられるが、延長部

分を検II11,することができず性格は不|ﾘ1である。

（2）Ⅱ区
農道7リー工事現場を11区として,洲査を行った。石棺を3基検出した。いずれも家形石棺の|@i身部分

と考えられる。3jILは約7m間陥で東西方lhIに並んでいる。工事以lli lも農道として利用されており、

圃場整術事業と配水符工事によってほとんどが撹乱を受けていた。

3 号 石 棺
ミミテーーーー

＝＝茎二二ず

～

～

_ L
I

3号石棺（第17図）

家形イi杭の棺身部分と考えられる。4号イi楯の北IﾉVに位置する。ドI"{材は阿蘇浴結i疑灰器である。
石棺の人部分は過去の|制場整術、水道管工‘'1:で破壊されており、／|上側の側石と､卜裁されたITIj小l-I石

が残仔していた。側イiの上miはi' i l l平されていたが原位置を留めていると考えてよい。組合式の械身で

ある。il lll {̅iには2枚、小口ｲjにはおそらくそれぞれ1枚の板石が使われている。仙1行は長さ約230 cI11

（内法長さ約174c''' )である。側イiと小11イiの接合面はi1l1石を削って小'二1石と糸Ⅱみ合わせてある。石

棺の長!lil l l方向は東lﾉVである。石柁の埋土中から刀子片2ﾉ､I,( (Fe-8･9)、鉄製，||片1点(Fe- 10)

が出kしたが石I ' iに伴う遺物と考えられる。Fe- 8は〃rの刀部部分である。Fe- 9は〃j ' ･の茎部
分である。この2点はlr1-i|尚|体のIII能性もある。

、 、
F に ．

。 弓

、

三

第16図 Ⅱ区遺構配置図(S= 1/200)
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第17図 3号石棺実測図( S= 1/20)
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第18図 3号石棺出土遣物実測図(S= 2 /3 )

4号石棺（第20図）

家形イ州@iの柁身部分と考えられる。3号石棺と5FMi棺の!|1 |AIに位置する。イ榊ｲは|IIII蘇溶結凝j火
岩である。石棺の蓋はMMに欠失していたが、縮身は原位置をとどめており、｜油iの一部が残仔してい

る。ただし、墓曠の一部は撹乱を受けていた。糸l1介式の棺身である。小口イiはそれぞれ1枚、11 1ll石は

ldj側とも2枚の板石を糸Ⅱみ合わせており、6個が使われている。展さ約147cI11、il1冊約55cI1]  (|ﾉ1法長さ

約106cnl、lll,i約44cI11 )である。棺内には械蓋の残骸と考えられる撒灰岩が散ｲfしていた。イi|'{内Imに

はベンガラが塗られている。屍床1mのIノリ側に頭部位|ﾊfと考えられる落ち込みがあるため、弧位は両と
考えられる。棺内から人''2|'は検出できなかったが、柑身の大きさから小児川と考えられる。

Fe - 8

｜
I

1 Fe - 9

5号石棺（第21図）

家形イi林の棺身部分と考えられる。4号石棺の北東に位廐する。棺材はli' ' l鰊溶荊i'i凝灰満である。

蓋は欠失しており現ｲfする棺材も腺位|〃をとどめてはいない。イi柏の埋土I|'から刀子片lﾉb｣､( (Fe-
11）が11I1, kした。

～

Fe-1 0

5cm

。

’

V W
第19図 5号石棺出土遺物実測図(S= 2 /3 )
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第20図 4号石棺実測図(S= 1 /20 )
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今|Ⅱ|の諦l査ではI区から1号・2号イi縮と1号土砿、Ⅱ区から3号､4ﾄﾉ・・5号石棺を検IIII1した。l

}｝行椛は家形ｲi柏である。また、3号・4号・5号イi梢は棺蓋を欠失していたが、棺身の造りから家形

ｲi桁であった' I I能性が高い。2号石棺は石棺系竪穴式石室であった。1号土城は木棺の痕跡がなく素

ll l lりの11砿墓であった。

家形仁i棺である1号・3）}・4号･5)"i縮にはｲi IwI ' iの構造に共通点がみられる。まず4基の棺身は

いずれも組合せ式であり、1号・3号・4号石棺は小1 - 1石が1枚ずつ、側イ iが2枚ずつの板と iを糸Ⅱみ

合わせている。また1 8･3号石棺は1! !ll行を削って小l1石と糸llみ合わせている。さらに、懐然と掘ら

れた1号4サイT縮の墓峨にも共通性がみられる。一方で、lﾘｰｲ丁棺と3り-．4号5号イi航では凝)火

器の質が異なっていた。1号石棺に利川されている醗灰岩は取り'三げが困雌なほどに!lik質な凝灰岩で

あったが、Ⅱ|><の3基には仙質な凝jパオ'卜が利用されていた。また1号石桁の柏身に造り,'l',されている

ﾊlくり状突榊が4号石棺には造りII I I ,されていない。ただしこのことは4号イi柏が小咽であることに起

|火|しているかもしれない。3号・5号イi柏は側石Iz部が削平を受けているために確認できなかった。

4 jiLの石柏は広,ill(訪原方形l,'j溝墓や1lli大|Al方形ﾙ11満菓群の正体部と形態や墓砿の掘り方が類似してい

るため、これらも方形周満蕊の主体部である可能i'|ﾐがあるが、i'ill､'たや撹乱のためにIﾘj確な周満をlifiiM

できなかった。

1号ｲﾆi棺の||､f!UIは副葬I1IIII等から4 11t紀後半～5 111:紀前半頃に位置i,lけられる。Ⅱ区から検,'l'!した3

吋-．4号・5ﾅﾉｰｲi梢は、それぞれがほぼ等|H1隔に配l 'vifされ、ililll " |ｲｲもほぼ|, il一であることから、｜司時1ﾘl

に!; '1凹的に築造された可能'|ｿ|ﾐが高い。また石棺の椛造に1号fi柿との類似点がみられるため1号石椛

に近い時期に造られたとも考えられる。

2号石桁はイi脈系竪穴式ｲ↑室と呼称され、石椛とも石室ともとれる特異な形態の埋葬施i没である。

この形態のものは福岡県||木・朝倉地方に群集する以外は、冊|川県北九州'l j、佐賀県I,ｳ栖市などの

!｣i噛群中に例外的に存在しているだけである。県|ﾉ1では山鹿'liと三角町での検岬,例がある。このｲ-i #|"(
系I掻穴式ｲi索についてはI経穴式石室を11胎として発'kし箱式ｲiI , iの影響を受けて成立したと考えられ

ている（中|ﾊ11986) ｡ 2 Wi棺は未|ﾙl封であったが、棺内にはkが流人しており人骨は残存していな

かった。副葬IIIIIIは刀子1点であり、j'i! t!|!の遺物も上師器片が散点だけで時期決定はできなかった。
ただし、2＋ナイi抑まl号イi柿と隣接していること、'|!間氏が分粒したBl倣に屈し5 111:紀前､|もの後､|A

代という時191i没定がしてあることから、1号石椛と|,1時期頃に築造されたとぎえられる。

以上の結果と過去の調査例も合わせて考えると、広諏訪原遺跡一帯が古"i l lｷ代に墓域として利川さ

れていたといえよう。また、広諏訪原辿跡の位置する小規模な門状台地の辺織部からはill i大間方形ﾙ11

満蕊群・石械群、持松石榊|ド、久保原ｲi棺などが検,'l '1されている。いずれもfi棺の造りや副葬品から
ほぼ|司時期のものとして考えられるため、4世紀後､|竺から51M紀中頃にかけて台地上に堆域が形成さ

れていたといえる。

参考文献

ME火III 1史緬i纂察I肥央III I史j l989

後l帷守一「lj( Afill､↑代の武器と武装」「考古'､j

''1|ﾊlliﾙ志「竪穴｣tｲi室・イi椛系'桜'ﾉ'<式石室」

『浜ン洲11塚加1,! l i j古埴」熊本|I I IWTI#l i l

i＃1'剛 輔二巻 雄ll l i# l

｢ﾉL州枇断自動'liji l i%|係jll職文化!!｜調査報f'i」

熊本I,↓宇土川三1illlll-  1987

（6）福岡I,↓数f『委員会1986
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付編熊本県鹿央町広諏訪原遺跡出土の古墳人骨

キーワード：熊本県、占墳人'|‘|'、家形石柑、リ)性

は じ め に

熊本県鹿本ｲII漉央町大字広230番地に所在する広諏訪原遺跡の発掘洲査がテニスコーI､建設工事に

先だって、2 004年（平成16年)2月におこなわれ、家形石椛から人骨が検III1Iされた。今|' 'l発掘された

{Li柏は道路l: ' l i :中に発兇されたものも含めると5基であるが、人骨は1基のイi棺(1号イil . i )のみか

ら検出された。またこの石械からは2体の人骨が検出された。

筆者が洲介に携わったり､服侍書を書いた熊本県内の古墳時代の遺跡には、益城町の福原横穴墓（松

|<・他、1985 a )、玉名市小路石棺（松トー、1985 b )、熊本市古城横穴墓（松卜・他、1985 c )、鹿
jx l11]津袋大塚東側1号石棺（松下・他、1986 a )、l l llIE'li洲の口横穴墓（松下・他、1986 b、1988)

と舞野遺跡（松|く・他、1989 c )、七城l1l 1瀬戸口横穴墓（松下・他、1989 a )、II!央ll1 1lﾉLI十八塚5

号墳（松下・他、1989 b )、宇土'lf両潤野2号墳（松下・他、1992)、熊本'l丁且丁!|1原遺跡（松下、
1997)があるが、盗掘を受けている古墳が多く、人骨の保仔状態はあまりよくなかった。

本例も保ｲjを状態はよくなかったが、できる限り現場で,i"l1lに観察し、′'' '別や年齢を推定することが

できたので、その結果を報告しておきたい。

なお、人'汁の発掘調査は筆肯の他に松下真実、松下玲rがおこない、人'汁の整理復元保ｲ,を処理は｢|’

野江里子が|11､'iした。

今回の調査によって発掘された石棺は5 j iLであるが、人'i ' | 'は1基の家刎ｲiM(1号fii l l i )からのみ

検出された。イi榊ﾉ1を精査したところ、2体分の人骨が検,'l ' ,された。先に川1葬された被搾肖の遺骨を

1号人骨、迅搾されたものを2号人骨とした。保存状態は2｝｝人骨の方が良好であった。衣lに示す

とおり、2体のうち1体（2り･人骨）はり)性骨であるが、残りの1体は性別を判別することができな

かった。なお、年齢区分は表2のとおりである。

表1 出土人骨一覧(Table 1.List of skeletons)

蟇番号・人骨番号 ′ | v l " l 1 年齢備考（埋葬施 i没、甕棺の状態、頭位）

家形石棺、lfi東鎖位、保存ｲ《良

家形石棺、北|ノリ頭位

本人骨群の〃『属時期は、考古学的所兇から、古墳時代'l!期～後期頃と推測されている。

*  Takayuki M TSUSHITA

The Doigahama Site Anthropological Museum  HJI:ヶ浜遺跡・人餓学ミュージアム〕

松 下 孝 幸 ＊

資 料

不明

熟 年

1号人'i| "

2号人 '汁

ｲﾐ|ﾘ｜

ﾘ)'|ヅ'2
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表2年齢区分(Table 2.Division of age)

(第一大「li"萌出直前まで）

(第一大｢1illIII出から第二大臼歯歯根完成まで）

(蝶後頭軟'廿結合癒合まで）

21歳～39歳（40歳未満）

40歳～59歳（60歳末i,l'li )

60歳以l見

注）成ｲ|えという川諾についてはIJ|二ヶ浜辿跡第14次発州II!洲査報告TI} (1996)を参照されたい

1号人骨（性別・年齢不明）

1号石榊こ先に埋葬された被葬者の人骨を1号人骨とした。保存状態はかなり悪く、′肖'粉状態に

なっているものが多く、人骨の特徴は定かではない。

I . 出 土 状 況

頭を石椛の南東側に安置した仰臥l' l '展葬だったと考えられる。蚊蓋は石棺の!|'央ではなく北側の側

板に近い位置にあったが、頭蓋は大きくは移動されていないものと考えられる。大腿骨と脛骨が行棺
の北東側から検出されたが、両骨ともにやはり北11 1llの側板に寄せられていた。おそらく追搾時に1号

人骨はやや北側に寄せられたものと忠われる。l)｝§人骨の右側で側板に接して1振りの鉄〃がlii l l葬さ
れていた。

Ⅱ。人骨の形質

残作していたのは、蚊蓋片、遊離ii、左右不|ﾘ lの大腿骨と雁' '1 'である。頭揺は小破片になってお

り、朱が|､1着していた。保存良好な遊離歯も残存していた。残ｲifしていた遊離歯は次のとおりであ
る。

1  1 2 3 4 / 6 7 8

／ ／ ／ 3 4 5 6 7 ／

[O : l.111JI#,illl紬 ○:鯛|ｺﾊilﾙ|ｲ,犀▼：先天的欠l1i g : *'!ﾘ'i,'l',  / :イ《|ﾘ1，冊り-は|'fi lIm

[1 :!|!U川:i、2:側切州、3:ノt州、'l;" ･小i< II'fi、5:輔二小|t ll'11，6:輔一人|f IM，7:鋪二人「l州、8:輔三大川||*i]

咬耗度はBrocaのl～2度である。

四肢骨はｲj側の上腕'| ' i 'と思われる'| : | '体が残存していたが、杵しく保存状態が魁く、取りLげるこ

とができなかった。また大腿骨と脛'|‘|"のそれぞれ'|‘|'体が残存していたが、これも保存状態が降しく悪

く、左ｲiの別も判別できなかった。観察したところ'| '体の径はやや大きいようである。性別は、下肢

骨の係がやや大きいことから、男性の11J能性が強いが、確証を欠くので、一応'|'|別不明としておきた
い。また年齢も不Iﾘ lである。
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2号人骨（男性・熟年）

I . 出 土 状 況

頭を/|上西に置いた、追葬された被葬者の人骨である。1号人骨よりも保存状態はよい。埋葬姿勢は

仰臥III1展葬である。血驍は後頭部を卜にして、顔Imが上方を向くような状態で検I1IIIされたが、この状

態が本来の姿勢だったかは定かではない。頭蓋の̅ﾄﾞから第一頸帷が検11I1Iされたので、蚊蓋の位置は動
いていないと思われる。

Ⅱ．人骨の形質

残ｲrしていたのは、蛾蓋、頸帷、左仙|の上腕骨、ノIさｲiの大腿f|'と|l職巨i'が残存していた。頭蓋は後蚊

半分である。骨壁はやや厚く、後蝋部の径は大きい。外後頭隆起の発達は良好である。縫合は、矢状

縫合とラムダ縫合の観察ができたが、l'1j縫合とも'ﾉ1板は癒合している。また、右側側頭骨に直径約4
mmの小ｲLが開いている。外板（頭蓋の外側面）の'li,ii郭は粗いが、内板は鋭利である。’三l然に開いた小

孔とは考えにくい。

ド瀕骨はよく残っていたが、形状を保って取り上げることはできなかった。下甑体の径はかなり大

きく、歯も釘植していた。残存歯と歯槽の状態は次のとおりである。

／ 7 6 5 4 3

／ 7 6 5 ④ 3

〔●：附榊|1･l鎖 ○：伽榊|Ⅲ！｛,《▼：先天的欠拙 ■：未'ii,'l',  / :イ《Iﾘ|、研号はMM]

[l : '| 'U順、2 : 1!! l l切||fi、3:犬歯、4§輔・小｢l1.11､  5 :輔二小Fll 'fi、{):第一人la 11.11，7:堀̅二人|で|州、8:輔三人I:_| "]

l l交粍度はBrocaの2度である。なお、風習的抜|卿の痕跡は認められない。また、iiの咬合形式はｲ〈

|ﾘ1である。

頸椎は第一頸椎がほぼ完全に残っていたが、その他には2個の帷体が残存していたに過ぎない。ノ正

側の｜腕骨が残存していた。保存状態はよくないが、′H'体はややﾉ川I平である。大ll過'|'i'は左右とも残存
していたが、右111llは['1i中に蓋石が藩トーして、潰れてしまっている。111線の発達は良好で、径も火き

いが、長さは短かったようである。脛骨も両側が残存していたが、大腿骨ほど状態がよくないので、

詳糸ll1は不明である。

↓|'|〃ﾘは、頭蓋や下WII骨および大腿'ド|'の径が大きいことから、リ)性と椛定した。年齢は、矢状縫合と
ラムダ縫合の内板が癒合していることから、熟年と惟定した。

熊本l『↓鹿本郡鹿央ll1 l-人字広230番地にある広諏訪lj!遺跡の発掘洲ハミが2004年（』|え成16年)2月にお

こなわれ、家形石柑から人骨が検,'l ' ,された。今回の,洲介では5基のイi柿が調査されたが、人骨はl jIL

の石械(1号石柑）のみから検出された。人骨の保存状態は良好なものではなかったが、人類学的慨

察をおこない、以|､̅の結果を得た。

1．1基の家形ｲj柿から2体分の人'|'|『が検III I Iされた。1体(2り人''1'）は熟年のり)性骨である。も

う1体も成人'|'|'であるが、性別と年齢は不IﾘIである。
2．この2体の人'|‘|･の所偶時期は、古壇時代中期～後期頃と推測されている。

3．2体とも埋葬姿勢は仰臥仲展葬と推測され、蚊部をお互いに逆にして埋葬されていた。

4．2体のうち1体は、｜､顎骨も大きく、下肢骨の経も大きく、パⅡ丈であったが、瞳さは長くなさ
そうである。

要 約
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広諏訪原2号人骨（男性・熟年）

(The Hirosuwahara 2, mature male)

第 2 図 人 骨 の 残 存 部 、 ア ミ か け 部 分

- 3 2 -



下顎骨正面(Frontal view of the mandible)

大腿骨(Femur)
広諏訪原2号人骨（男性・熟年）

(The Hirosuwahara 2, mature male)
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頭蓋後面(Rear view of the skull)

｜’

頭蓋側面(Lateral view of the skull)

広諏訪原2号人骨（男性・熟年）

(The Hirosuwahara 2, mature male)

壷 へ

懇
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付編広諏訪原遺跡赤色顔料分析蛍光X線分析

藤 根 久 （ パ レ オ ・ ラ ボ ）

1 ． は じ め に

広,ill( ,i力原遺跡の,洲査では、5 111紀代の家形石ﾎlliやイi#l｡i系竪ﾌ,<式石室が検1111,された。これら石|1 .{には

赤色凱料が付着し、また被搾ff頭部付近あるいは川!l二中に赤色塊が検出された。
ここでは、X線分析顕微鈍を川いて赤色顔料の成分分析を｛｣罵った。

2．試料と方法

試料は、1号ｲi l l･{第一被推尚頭部および石棺|､1着、2号石ｲl｡IN着およびﾙt床面、3>ﾅ石棺埋IJI'お

よびｲi | ‘ {付着の各赤色顔料である（表l)。

初めに、試料のマイクロスコープ写真を撮影した後、最も赤1床の強い部分を試料台に載せて、X線

分析i,11微鏡を用いて分析を行った。

測定は、（株)堀場製作所製XGT-5000TypeⅡを川いた。測定は、測定時|Al500sec、X線導管係100
αm、′,｡li lf50KV、電流自動投定である。定量計算は、標準試料を用いないFP法（ファンダメンタル
パラメータ法）で､| f定量分析を行った。

表 1 赤 色 顔 料 分 析 を 行 っ た 試 料

3．結果および考察

X線分析顕微鏡（蛍光X線分析計）で測定した結果、いずれの赤色顔料も鉄を主体としたベンガラ
であった。

一般的に、赤色顔料は、岐砂( HgS)からなる朱、赤鉄鉱( Fe203)からなるベンガラ、鉛j､｝
(Pb:I0!)が知られている（たとえば、成瀬 2002)。
各,iA料について、特に赤味の強い部分について､|も定量分析を行った(X2)。その結果、全休的に

鉄含ｲl̅ i,iが高く14.97～90.39%と高い。これらの鉄含有量は、’2壌中の鉄含有量（辿常4～5%)と比

べても高いものである。このうち、NolおよびNo.5の比較的純度の高いと思われる赤色塊は、特に高

い含ｲ l ̅ l , iを示した。なお、, i k料No5は鉄の強度が強いため|ﾘ l l l東ではないが、その他の試料はリンPや

イオウSが特徴的に検出されている。

岡 l l l ( 1 9 9 7 )は、漆器の赤色顔料のM I I I 微鏡観察を行った結果、パイプ状ベンガラは唯藻を伴う場合

があることから、水成環境|､̅で生成されたことを折燗している。なお、iA料N()lの"ド色塊の-部を顕

微鏡で観察したがパイプ状ベンガラは兄られなかった。

- 3 旬 一

,iA料NC 辿 構 検,111,された位置

1 1号石械 第一被樵者頭部

2 1号石棺 石棺|､1着
Ｊ
Ｊ

ｆ
Ｌ 2号石棺 石柑付ｲヤ

4 2 号 石棺 屍床l I l i

5 3 号 石棺 埋土''1

6 5 号 石柏 石棺付ｲ''『



表2赤色顔料の半定量分析結果

’

引 川 文 献

成湘||和（2()02）’'水の美術2 ｢N()439正倉院宝物の素材」．至文'i; t、98p .

岡lll文男( 1997)パイプ状ベンガラ粒子の復元.ll本文化財科学会第141ul大会研究発表要旨集、p38-39

口
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試料NC MgO Al203 S i O 2 P205 S( )3 K20 CaO T iO2 M n O Fe203 Rb20 S1．0 ZrO2 合!;’

1 0．11 3.22 3 . 3 5 0．70 3.41 ().53 0．11 0．03 ().00 88.48 0 . 0 5 0．01 0．00 100.00

2 0．00 17 .08 59.37 ().97 0．77 3．08 1.02 0 .46 0.17 16.99 0．01 0 .02 0．04 99.98

0

0 0.()0 24.72 42 . 5 9 0．50 1 .12 1.63 0 .33 1 .47 0.24 27.24 0．02 0．08 0．06 1()0.()(）

4 0.52 19.11 4( ) .46 2 .35 4.56 1.03 1.42 1.35 0 29.05 0．00 0．02 0．04 1()0.0(）

5 0.00 3.08 5 . 6 0 0．09 0．36 0.28 0．06 0．08 0.00 90.39 0．04 0．01 0．00 99.99

6 0.00 18.47 58.67 0.93 0．87 3 .66 1 .13 1.00 0 . 1 6 14 .97 0.03 0.03 ().08 100.00

最小llA 0.()0 3.08 3 . 3 5 0 .09 () .36 0.28 0.06 0．03 0 . ( )0 14.97 0．00 0．01 0.00

／

／
／

／

ﾉ

品大値 () .52 24 .72 5 9 . 3 7 235456 3.66 1.42 1.47 0 . 2 4 9().39 0.05 0.08 0.()8
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第1図 No.1～No.3の赤色顔料の蛍光X線スペクトルと測定位置（黒丸）
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第2図 No. 4～No6の赤色顔料の蛍光X線スペクトルと測定位置（黒丸）
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2号石棺検出状況②（西より）

2号石棺検出状況②（北より）
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4号石棺検出状況（西より）
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文化財調査報告の電子書籍の末尾に挿入する奥付 

 

 

この電子書籍は、『鹿央町文化財調査報告書 広諏訪原遺跡』を底本として作成し

ました。閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引

用してください。 

底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図書

館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用方法は、

直接、各施設にお問い合わせください。 

なお、平成 17 年（2005）に山鹿市、鹿北町、菊鹿町、鹿本町、鹿央町が合併し山

鹿市となりました。調査記録及び出土遺物は、山鹿市教育委員会が保管しています。 

 

書名：鹿央町文化財調査報告書 広諏訪原遺跡 

発行：山鹿市教育委員会 

 

 〒861-0592 熊本県山鹿市山鹿 987 番 3 

 電話： 0968-43-1651 

 URL：https://www.city.yamaga.kumamoto.jp/ 

 

電子書籍制作日：2025 年 7 月 9 日 


